
〜国際協力・地域協力はあなたの手から〜

ひとりが「よくなる」と社会や世界はきっと変わる！

国際協力募金
日本YMCA同盟

https://kifu.fm/osakaymca/form.php

大阪YMCAクリスマス献金による支援の流れ
クリスマス献金は、大阪YMCAが日本YMCA同盟、世界のYMCAと協働して、ボラ
ンティアと共に主体的に企画・実施・支援するボランティア活動やプログラムの
ために用いさせていただきます。共にその活動に関わり、共に課題を解決し、成
長する場を提供しています。
ミッションに掲げる「共に生きる社会の実現」をめざす取り組みです。

YMCAへの寄付金の受付先
【名義】公益財団法人大阪YMCA　ｻﾞｲ）ｵｵｻｶﾜｲｴﾑｼｰｴｰ
・三菱UFJ銀行 
　大阪為替集中支店(108)（普通）No.0230050
・郵便振替口座　00920-9-244698

ウェブサイトからも募金できます。
（クレジットカードが必要です。）

YMCAへの寄付金（クリスマス献金を含む）は税制優遇の対象になります。

法人様からのご寄付についても別途優遇規定があります。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

https://osakaymca.or.jp/contents/donation.html

皆様からのクリスマス献金

地域課題解決プログラム
国際協力・国際奨学・青少年育成

個別支援金支援プロジェクト
（毎年度審査により実施）

アジア・太平洋YMCA同盟
世界YMCA同盟

〒550-0001 大阪市西区土佐堀1-5-6
 　06-6441-0894　　   06-6445-0297
　 info@osakaymca.org

YMCAについて
世界120の国と地域で6,500万人が参加するキリスト教を基盤とする団体です。
大阪YMCAは1882年に創立。日本全国また海外のYMCAと連携しながら、大阪
府下や近隣他県に27の拠点と4つのキャンプ場・宿泊施設を持ち、「子どもの成長
に寄り添う」「若者の力を引き出す」「健やかな健康を支える」「社会に貢献する」
を柱に、公益事業、学校事業、こども園事業、社会福祉事業を450名を超える
ボランティアと共に展開する民間団体です。

クリスマス献金に関するお問い合わせは、お近くのYMCA、または下記まで

大阪YMCAクリスマス献金事務局

大阪YMCA　クリスマス献金

¥3,741,801-

¥2,421,165-

¥733,687-

¥440,212-

地域課題解決
プログラム

51%

33%

10%

6%

33%

10%
6%

皆様からの　　　　　　             　   のご協力で、

2025年度クリスマス献金報告
1,415件

ご協力に心より感謝申し上げます。この献金は、上表の通り、
地域社会奉仕および国際協力活動・青少年育成などに用いさせていただきました。
その他詳細はホームページにてご確認ください。

¥7,336,865 の献金を集めることができました。総額

国際協力・国際奨学・青少年育成

日本YMCA同盟　
国際協力募金を通した支援

諸経費（通信費・印刷費など）

51%

クリスマス献金
ご協力のお願い

大阪YMCA

https://kifu.fm/osakaymca/form.php
https://osakaymca.or.jp/contents/donation.html


地域課題解決プログラム支援金

児童養護施設支援プログラム
家庭養護促進協会と協働し、里親
のもとで暮らす子どもたち27名を
対象に、年に一度実施するキャン
プ活動を支援しました。 
本キャンプは、仲間や自然とふれ
あいながら、自分のアイデンティ
ティや生命の大切さを考える時間
を提供することで、参加者や保護
者にとってたくさんの仲間の存在
から勇気をもらえる貴重な機会と
なっています。

大阪南YMCAとアジア学院の
国際交流プログラム

世界各地の農村から来日したアジア学院
の学生27名が参加し、大阪を訪れて社
会課題についてフィールドスタディを行
う活動を支援しました。 この活動は、
都市が発展を続ける一方で社会から取り
残される人々の現状を見つめ、その原因
や構造を考える機会となっています。学
生たちは、教会や地域のホストファミリ
ーの協力のもとで交流を深めながら、誰
も取り残されない社会の実現をめざして
学びを深めます。

ヘルスケアキャンプ

子どもとご家族の孤立を防ぎ、人と
のつながりの中で未来へ踏み出すき
っかけを届けています。

起立性調節障害などの健康不安により、「学校に行きたくても行けない」
子どもたち26名に対して、YMCAは医師や専門家と連携し、ヘルスケア
キャンプをはじめとする年間プログラムを通じて、生活リズムの改善と
自己肯定感の回復を支えています。

視覚障がい者が社会で働く機会を創るプ
ロジェクト『YMCAきらり☆ことばプラ
ス』。ブラインドメンター養成講座を通し
て、コミュニケーション研修のファシリ
テーターとなるためのスキルを学び、修
了生は企業や学校で研修を実施してブラ
インドメンターとして活躍しています。
歩行介助や講座運営のボランティア活動
も推進しています。

青少年育成活動支援金

全国YMCAリーダー研修会派遣
全大阪リーダー研修会

きらり☆ことばプラス

青少年育成活動や地域社会貢献を
行うユースボランティアリーダー
が、プログラム参加者と安全でよ
り良い活動ができるよう、自己研
鑽の機会として研修を行い、93
名が参加しました。

国際奨学支援金

国際奨学金
未来に希望を持ち、チェンジメー
カーとなる青年の育成を目的とし
て、勉学やボランティア活動に積
極的に取り組む外国人留学生を対
象とした奨学金制度を支援し、21
名が奨学金受給者となりました。
本制度は、留学生の学習環境や生
活を安定させ、留学生の向上心や
自立心につながっています。

国際協力募金

世界の人々が安心して暮らせるように

日本YMCA同盟を通して、世界各地のYMCAが取り組む災害
や戦争、生活が苦しい人びとの「平和」と「生命」を守る活
動に役立てます。

東ティモールでは、ユースのための
職業開発トレーニング、居場所の設
置、環境・防災意識の啓発。カンボ
ジアではストリートチルドレンへの
教育や福祉の提供、女性や子供への
安全な居場所つくり。パレスチナで
は爆撃などの暴力によって傷ついた
人々の心と体のケアやリハビリテー
ションのプログラム、子どもたちの
スポーツ活動やキャンプのために用
いられました。

その他、国際協力募金で支援された活動の例

●日本国内でのウクライナ避難者支援
●SDGsの取り組みと若者の自立支援
●エルサレムYMCAユース対象訓練プログラム

国際協力募金については、
日本YMCA同盟のホームページをご覧ください。
https://www.ymcajapan.org/society/international/

皆様の献金は、このように役立てられています〈2025年度活動例〉


	大阪YMCAクリスマス献金による支援の流れ
	YMCAへの寄付金の受付先
	【名義】公益財団法人大阪YMCA　ｻﾞｲ）ｵｵｻｶﾜｲｴﾑｼｰｴｰ
	・三菱UFJ銀行
	・郵便振替口座　00920-9-244698
	ウェブサイトからも募金できます。
	（クレジットカードが必要です。）

	https://kifu.fm/osakaymca/form.php

	2025年度クリスマス献金報告
	1,415件
	¥7,336,865
	6%
	10%
	33%
	51%
	¥3,741,801-
	¥2,421,165-
	¥733,687-
	¥440,212-

	YMCAについて
	大阪YMCAクリスマス献金事務局
	〒550-0001 大阪市西区土佐堀1-5-6
	　06-6441-0894　　   06-6445-0297


	大阪YMCA　クリスマス献金

	クリスマス献金
	ご協力のお願い
	〜国際協力・地域協力はあなたの手から〜
	ひとりが「よくなる」と社会や世界はきっと変わる！
	大阪YMCA

	皆様の献金は、このように役立てられています
	〈2025年度活動例〉
	地域課題解決プログラム支援金

	児童養護施設支援プログラム
	家庭養護促進協会と協働し、里親のもとで暮らす子どもたち27名を対象に、年に一度実施するキャンプ活動を支援しました。
	本キャンプは、仲間や自然とふれあいながら、自分のアイデンティティや生命の大切さを考える時間を提供することで、参加者や保護者にとってたくさんの仲間の存在から勇気をもらえる貴重な機会となっています。

	大阪南YMCAとアジア学院の
	国際交流プログラム
	世界各地の農村から来日したアジア学院の学生27名が参加し、大阪を訪れて社会課題についてフィールドスタディを行う活動を支援しました。 この活動は、都市が発展を続ける一方で社会から取り残される人々の現状を見つめ、その原因や構造を考える機会となっています。学生たちは、教会や地域のホストファミリーの協力のもとで交流を深めながら、誰も取り残されない社会の実現をめざして学びを深めます。

	ヘルスケアキャンプ
	起立性調節障害などの健康不安により、「学校に行きたくても行けない」子どもたち26名に対して、YMCAは医師や専門家と連携し、ヘルスケアキャンプをはじめとする年間プログラムを通じて、生活リズムの改善と自己肯定感の回復を支えています。
	子どもとご家族の孤立を防ぎ、人とのつながりの中で未来へ踏み出すきっかけを届けています。

	きらり☆ことばプラス
	視覚障がい者が社会で働く機会を創るプロジェクト『YMCAきらり☆ことばプラス』。ブラインドメンター養成講座を通して、コミュニケーション研修のファシリテーターとなるためのスキルを学び、修了生は企業や学校で研修を実施してブラインドメンターとして活躍しています。歩行介助や講座運営のボランティア活動も推進しています。
	青少年育成活動支援金

	全国YMCAリーダー研修会派遣
	全大阪リーダー研修会
	青少年育成活動や地域社会貢献を行うユースボランティアリーダーが、プログラム参加者と安全でより良い活動ができるよう、自己研鑽の機会として研修を行い、93名が参加しました。
	国際奨学支援金

	国際奨学金
	未来に希望を持ち、チェンジメーカーとなる青年の育成を目的として、勉学やボランティア活動に積極的に取り組む外国人留学生を対象とした奨学金制度を支援し、21名が奨学金受給者となりました。本制度は、留学生の学習環境や生活を安定させ、留学生の向上心や自立心につながっています。

	国際協力募金
	世界の人々が安心して暮らせるように
	日本YMCA同盟を通して、世界各地のYMCAが取り組む災害や戦争、生活が苦しい人びとの「平和」と「生命」を守る活動に役立てます。
	東ティモールでは、ユースのための職業開発トレーニング、居場所の設置、環境・防災意識の啓発。カンボジアではストリートチルドレンへの教育や福祉の提供、女性や子供への安全な居場所つくり。パレスチナでは爆撃などの暴力によって傷ついた人々の心と体のケアやリハビリテーションのプログラム、子どもたちのスポーツ活動やキャンプのために用いられました。


	その他、国際協力募金で支援された活動の例
	●日本国内でのウクライナ避難者支援
	●エルサレムYMCAユース対象訓練プログラム
	日本YMCA同盟のホームページをご覧ください。




